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本紙をそのまま綴っておける高級ファイル。
ワンタッチのスプリングファイル方式。
パンチを開ける手間も不要です。

専用ファイル

半年用１部

2,100円
（税・送料込）

お電話かＦＡＸで
お申込みください。

使
い
や
す
く

　便
利
で
手
間
要
ら
ず

使
い
や
す
く

　便
利
で
手
間
要
ら
ず
！！

東
京
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
セ
シ
リ
ア
」（
Ｅ
Ｃ
社
）

の
脱
税
事
件
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
Ｅ
Ｃ
社

と
同
社
代
表
の
川
岸
美
奈
子
氏
（
58
）
は
２

０
１
６
年
７
月
期
ま
で
の
３
年
間
に
法
人
税

な
ど
３
０
２
７
万
円
を
脱
税
。
今
年
３
月
に

執
行
猶
予
付
き
の
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
た
。

脱
税
の
舞
台
に
な
っ
た
の
は
、
旧
知
の
飯

泉
嘉
門
・
徳
島
県
知
事
の
要
請
で
事
実
上
の

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
役
を
務
め
た
「
と
く
し
ま
国

民
文
化
祭
記
念
管
弦
楽
団
」、
通
称
「
と
く

し
ま
記
念
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」（
Ｔ
Ｋ
Ｏ
）
の

運
営
だ
。
Ｔ
Ｋ
Ｏ
は
常
設
で
は
な
く
、
演
奏

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
川
岸
氏
が
東
京

交
響
楽
団
な
ど
か
ら
有
志
を
募
る
臨
時
編
成

の
オ
ケ
で
、
同
氏
は
こ
の
業
務
で
上
げ
た
１

億
２
９
５
４
万
円
の
法
人
所
得
を
全
く
申
告

し
な
か
っ
た
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
述
べ
た
通
り
、
Ｔ
Ｋ
Ｏ

の
事
業
費
は
県
費
や
国
な
ど
の
助
成
金
の
ほ

か
、
飯
泉
知
事
が
会
長
の
「
文
化
立
県
と
く

し
ま
推
進
会
議
」
で
積
み
立
て
て
い
る
基
金

か
ら
「
徳
島
県
文
化
振
興
財
団
」
に
付
与
さ

れ
て
い
た
。
毎
回
の
演
奏
会
に
必
要
な
事
業

費
に
つ
い
て
は
、
同
財
団
の
委
託
を
受
け
た

徳
島
市
の
イ
ベ
ン
ト
会
社
「
モ
ウ
ブ
」
か
ら

見
積
書
が
提
出
さ
れ
た
が
、
出
演
者
へ
の
謝

礼
や
旅
費
、楽
器
の
運
搬
費
な
ど
の
金
額
は
、

Ｔ
Ｋ
Ｏ
の
人
集
め
を
一
手
に
担
っ
た
Ｅ
Ｃ
社

の
川
岸
氏
が
算
出
し
て
い
た
。
川
岸
氏
が
脱

税
罪
に
問
わ
れ
た
13
年
８
月
か
ら
の
３
年
間
、

モ
ウ
ブ
な
ど
か
ら
Ｅ
Ｃ
社
に
支
払
わ
れ
た
総

額
は
約
３
億
６
８
０
０
万
円
に
上
っ
た
。

と
こ
ろ
が
見
積
書
に
は
、
川
岸
氏
の
報
酬

に
該
当
す
る
費
目
や
金
額
が
存
在
し
な
い
。

Ｔ
Ｋ
Ｏ
の
設
立
に
協
力
し
、
そ
の
後
は
事
実

上
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
な
っ
た
川
岸
氏
は
、

知
事
の
音
楽
担
当
の
政
策
参
与
と
し
て
、
11

年
５
月
か
ら
13
年
３
月
ま
で
報
酬
を
受
け

取
っ
て
い
た
が
、
合
計
額
は
２
０
０
万
円
弱

に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
同
氏
が
ど
の
ル
ー
ト

で
推
定
年
間
数
千
万
円
も
の
報
酬
を
得
て
い

た
の
か
、
記
録
上
は
全
く
の
謎
な
の
だ
。

一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
モ
ウ
ブ
か
ら
渡

さ
れ
る
資
金
の
中
に
、
川
岸
氏
の
報
酬
が
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
。
正
規
の
ル
ー
ト
で
報
酬

が
支
払
わ
れ
て
い
れ
ば
、
文
化
振
興
財
団
の

帳
簿
に
必
ず
記
載
さ
れ
る
。
だ
が
川
岸
氏
が

モ
ウ
ブ
と
あ
ら
か
じ
め
合
意
の
上
で
事
業
費

の
一
部
を
報
酬
と
し
て
手
に
し
て
い
れ
ば
、

県
側
に
は
報
酬
支
払
い
の
証
拠
は
残
ら
な
い
。

演
奏
者
の
旅
費
は
誤
魔
化
し
よ
う
が
な
い
た

め
、
出
演
料
（
演
奏
者
報
酬
）
や
楽
譜
・
楽

器
借
料
等
と
し
て
Ｅ
Ｃ
社
の
銀
行
口
座
に
振

り
込
ま
れ
た
金
額
の
一
部
を
、
自
ら
の
報
酬

と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
川
岸
氏
へ
の

報
酬
に
対
す
る
議
会
の
監
視
の
目
は
届
き
よ

う
が
な
い
。

さ
て
、
飯
泉
知
事
の
音
楽
担
当
の
政
策
参

与
に
就
任
し
、
県
の
文
化
事
業
を
裏
で
仕
切

る
川
岸
氏
の
思
い
上
が
っ
た
態
度
は
、
知
事

周
辺
か
ら
顰
蹙
を
買
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
13

年
３
月
に
同
氏
が
政
策
参
与
か
ら
外
さ
れ
た

原
因
は
、
地
元
メ
デ
ィ
ア
に
ば
ら
撒
か
れ
た

告
発
文
に
あ
る
よ
う
だ
。
そ
こ
に
は
「
担
当

課
長
が
彼
女
の
言
い
値
の
見
積
も
り
を
値
切

ろ
う
と
す
る
と
直
ち
に
知
事
に
携
帯
で
報
告

さ
れ
、
叱
り
つ
け
ら
れ
る
。
飯
泉
知
事
は
い

わ
ば
業
者
と
一
体
と
な
っ
て
、
演
奏
会
の
名

目
の
下
、
東
京
に
県
の
税
金
を
送
金
し
て
い

る
の
で
あ
り
、背
任
行
為
そ
の
も
の
で
あ
る
」

な
ど
と
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

16
年
11
月
末
、
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
に
程
近
い

あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
に
入
居
す
る
文
化
振
興
財

団
に
東
京
国
税
局
の
査
察
官
数
人
が
入
っ
た
。

調
査
の
対
象
は
Ｔ
Ｋ
Ｏ
の
演
奏
会
事
業
を
め

ぐ
る
カ
ネ
の
流
れ
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
Ｅ
Ｃ
社

と
川
岸
氏
で
あ
る
。
会
社
設
立
か
ら
４
半
世

紀
以
上
、
一
度
も
税
務
申
告
せ
ず
に
い
た
Ｅ

Ｃ
社
に
、
よ
う
や
く
マ
ル
サ
の
メ
ス
が
入
っ

た
。
そ
の
約
半
年
後
の
17
年
５
月
31
日
、
大

手
メ
デ
ィ
ア
は
Ｅ
Ｃ
社
と
川
岸
氏
が
東
京
地

検
特
捜
部
に
告
発
さ
れ
た
こ
と
を
一
斉
に
伝

え
た
。 

（
つ
づ
く
）

田中 周紀ジャーナリスト
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　多額の報酬はどこから流れた？　  クラシック音楽プロダクション脱税事件⑥

33 雇用調整助成金（休業・出向の場合）

中小企業のための

助成金情報 社会保険労務士
大畑美栄子狙い目

助成金の概要

雇用調整助成金は、社会状況
の変化などに伴う経済上の理由
によって事業活動の縮小を余儀
なくされた事業主に対して、一
時的に休業または出向を行って
労働者の雇用の維持を図る場合
に、休業手当や賃金などの一部
が支給される助成金です。
なお、平成30年７月豪雨によ
る災害に伴う「経済上の理由」
による休業は、被災地に事業所
があるか否かを問わず、以下の
通り要件が緩和されました。
①  生産指標の確認期間を３カ
月から１カ月へ短縮する

②  平成30年７月豪雨発生時に
起業後１年未満の事業主に
ついても助成対象とする

③  最近３カ月の雇用量が対前
年比で増加していても助成
対象とする

何をすればよいのか

まず、休業計画または出向計

賃金計算期間１カ月を１判定
基礎期間といい、１カ月・２カ
月・３カ月いずれかを支給対象
期間として会社ごとに設定しま
す。
２回目以降は、休業開始また
は出向開始の前日までに計画届
を提出します。１支給対象期間
が終わった２カ月以内に支給申
請を行います。この後、計画届の
提出・支給申請を繰り返します。

 助成金の額

助成率は、次表の通りです。
ただし、１人１日当たり8250
円が上限額です。休業の場合は、
その初日から１年間に最大100
日分、３年間に最大150日分受
給できます。また、出向の場合
は、最長１年の出向期間中ずっ
と受給できます。

画を立てます。休業計画の作成
にあたっては、生産計画・要員
計画の見直しに基づいて、どの
くらいの期間、どの部門で、何
人が休業するのか、休業対象者
の選定はどのように行うのか、
その選定方法に偏りはないか
―などについて具体的に決
める必要があります。
そして計画に沿った協定書を
労働者の代表と締結します。は
じめての計画届提出は、休業開
始２週間前をめどに行います。
次に、計画届に基づいて、雇
用調整を実施します。
休業の場合は、労使協定に基
づいて所定労働日の全一日にわ
たって実施されるもの、または、
事業所の雇用保険の被保険者全
員について一斉に１時間以上実
施されるものでなければなりま

せん。
また、出向の場合は、対象
期間内に開始され、なおかつ
３カ月以上１年以内に出向元
の事業所に復帰するものでな
ければなりません。

助成内容と助成率 中小企業 中小企業以外

休業の場合、休業手当相当額の→
2/3 1/2

出向の場合、出向元事業主の負担額の→

書籍
案内

1500円
（税別）

不
動
産
投
資
の
お
金
の
残
し
方

裏
教
科
書

税
理
士
大
家
さ
ん
が
コ
ッ
ソ
リ
教
え
る

石
井
彰
男 

著   

ぱ
る
出
版

不動産投資でお金
を儲けるとき、税金
の知識があれば
キャッシュフローは
大幅に改善される。
ただし、せっかくの
節税も「儲かる物件」
でやらなければ、ザ
ルで水を汲むような
もの。まったく意味
はない。逆にいえば、
「節税」と「物件の
選別眼」があれば無
敵の不動産投資家に
なれるということ
だ。

著者は自身が15年の大家経験が
ある税理士。不動産投資に興味のあ
る初心者をはじめ、物件を持ってい
るが手残りが少なくなっている現役
の大家さんにとっても良書といえる
だろう。


